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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

▲飯嶋巳之助さん（小坂） ▲佐藤なをさん（下仁田）

祝１００歳おめでとうございます。
　２月２０日に飯嶋巳之助さん（小坂）が、３月１６日に佐藤なをさん（下仁田）が満１００歳の誕生日を迎えられ、
町・町議会・町社会福祉協議会より慶祝状ほかお祝いの品物が贈られました。
　心よりお祝い申し上げます。

　２月８日（水）ベイシア文化ホールにおいて平成２８年度食品衛生
大会が開催され、株式会社ヤマキ（代表取締役　佐藤雄毅）様が一
般社団法人群馬県食品衛生協会長より食品衛生優良施設として表
彰されました。
　株式会社ヤマキ様は、会社と従業員が一体となって常に安心安全
な衛生管理に積極的に取り組み、食品衛生向上を目指している施設
として高く評価されました。

下仁田ミニバス敢闘賞受賞
　２月１８日（土）高崎市浜川体育館にて開催された、ミニバス
ケットボール西毛地区新人大会において、下仁田ミニバスが敢闘
賞を受賞しました。おめでとうございます。
　なお、下仁田ミニバスでは、バスケットボールに興味のある小
学生を募集しています。見学や体験はいつでも大歓迎ですので、
下仁田小学校体育館にお出掛けください。
問合せ先　金井　☎６７－５００７

下仁田中学校卒業式
　３月１３日（月）中学校体育館において第１３回下仁
田中学校卒業式が挙行され、４４名（男子２３名、女子２
１名）が卒業しました。　先生や友達、後輩に別れを告
げ、３年間学んだことに胸を張り新たな目標に向かっ
て歩みだしました。

４月から給食センターが新しくなりました
　建設から３４年が経過し建物の老朽化や衛生管理面の脆弱などの課題が
あり、給食センターを新設しました。
　新しい給食センターでは、高い衛生水準を確保するためエアシャワーや工
程ごとに部屋を設置し、アレルギーに対応した調理を行う部屋を設置するな
ど食への安全面も配慮しています。

食品衛生の向上に努め表彰されました
　２月１８日（土）～３月２６日（日）虻田福寿草の里が開園され今年も色鮮やかに咲いた福寿
草に一足早い春を感じました。
　３月4日(土)には福寿草祭りが開催されました。福寿草と紅梅が見頃を迎え、たくさんの方
が来園されていました。また地元の方が作った「きのこ汁」の無料配布が行われました。

虻田福寿草

▲小学校西側に新設された
給食センター

◀調理室の入口に設置された
エアシャワー
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2月に入った新刊図書は次のとおりです。
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闇の目 下っ引夏兵衛捕物控
関所破り 下っ引夏兵衛捕物控
かどわかし 下っ引夏兵衛捕物控

刃鉄の人
ヒポクラテスの誓い
セイレーンの懺悔

トランプ政権でこうなる！日本経済
セブンイレブンは日本をどう変えたのか
成功している人は、なぜ神社に行くのか？

YAHOO! JAPAN 全仕事
バブル 日本迷走の原点

この世界の片隅に　上・中・下

著者名
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寺門琢己
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天皇陛下100のお言葉

葉加瀬太郎の情熱クラシック講座
聞いてビックリ「あの世」の仕組み
電子レンジで糖質オフの作りおき
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老いない体
当たりすぎてつい眠れなくなる心理テスト
戦略・戦術で解き明かす真「日本戦史」

箱根 愛と死のラビリンス
歴史漫画シリーズ・古墳時代のサバイバル

いのちのはな

新刊図書情報

民公 館だより
平成29年4月1日発行 397号

【下仁田町公民館】
☎82-3535  FAX82-5489

平
成
28
年
度
事
業
報
告

　
平
成
２８
年
度
下
仁
田
町
公
民

館
で
は
、次
の
よ
う
な
事
業
を
行

い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

〈
成
人
講
座
〉

・エ
コ
バッ
グ
作
り
教
室
全
２
回

・生
命
の
貯
蓄
体
操
教
室
全
８
回

・カ
ラ
オ
ケ
教
室
全
３
回

・料
理
教
室
全
２
回

・絞
り
染
め
教
室
1
回

・プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
１
回

・陶
芸
教
室
全
３
回

・ち
り
め
ん
細
工
教
室
全
２
回

・木
の
実
の
リ
ー
ス
教
室
１
回

・ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
全
３
回

・寄
せ
植
え
教
室
１
回

・フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
１
回

・そ
ば
打
ち
教
室
１
回

　
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。毎
回
公
民
館
だ
よ
り
及
び

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
し
ま

す
の
で
、見
落
と
さ
ず
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

プ
リ
ン
ト
ア
ー
ト
教
室

　
茶
碗
や
カ
ッ
プ
に
様
々
な
柄
の

シ
ー
ル
を
張
り
、焼
き
付
け
て
作

成
し
ま
す
。と
て
も
楽
し
い
教
室

で
す
。オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
ぜ
ひ

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
開
催
日
　
５
月
９
日
、１６
日

（
火
曜
日
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら

午
後
３
時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
大
会
議
室

◇
講
師
　
伊
原
よ
し
江
先
生（
下

小
坂
）

◇
対
象
　
成
人

◇
募
集
人
数
　
２０
名

◇
内
容
　
茶
碗
や
カ
ッ
プ
に
シ
ー

ル
を
貼
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を

作
り
ま
す（
焼
き
付
け
は
先
生
が

行
い
ま
す
）

◇
材
料
費

1
回
に
つ
き
１
０
０
０
円

◇
持
ち
物
　
は
さ
み
、手
拭
タ
オ

ル
、テ
ィ
ッ
シ
ュペ
ー
パ
ー

◇
募
集
開
始
　
４
月
３
日（
月
）〜

◇
申
込・問
合
せ

下
仁
田
町
公
民
館
　
８２
ー
３
５
３
５

“
ハ
ロ
ー
”
か
ら
始
め
る
初

級
英
会
話
教
室
の
ご
案
内

　
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
あ
る
マ
ン
ダ
リ

ン・
ブ
リ
ク
シ
ー（
マ
ン
デ
ィ
）先
生

を
講
師
に
迎
え
初
心
者
向
け
の
英

会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。気
軽

に
楽
し
く
英
語
が
学
べ
ま
す
。た

く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◇
開
催
日
　
５
月
１１
日
、１８
日
、

２５
日
、６
月
１
日（
木
曜
日
）

◇
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
午
後
８

時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
学
習
室

◇
講
師
　
マ
ン
ダ
リ
ン
・
プ
リ
ク

シ
ー
先
生（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

◇
対
象
　
成
人

◇
募
集
人
数
　
１５
名（
先
着
順
）

◇
内
容
　
初
心
者
向
け
の
英
会

話◇
持
ち
物
　
筆
記
用
具

◇
費
用
　
無
料

◇
募
集
期
間

４
月
３
日（
月
）〜
２８
日（
金
）

◇
申
込・問
合
せ

下
仁
田
町
公
民
館
　
８２
ー
３
５
３
５

図
書
室
よ
り・・・

読
書
メ
モ
＆
感
想
画
募
集

　
下
仁
田
町
公
民
館
図
書
室
で

は
、４
月
２３
日
の「
子
ど
も
読
書
の

日
」に
ち
な
ん
で
、４
月
２１
日（
金
）

〜
５
月
６
日（
土
）ま
で
の
期
間
を

「
子
ど
も
読
書
週
間
」と
し
、幼
児

か
ら
中
学
生
を
対
象
に
読
書
メ
モ

（
一
言
感
想
文
）及
び
読
書
感
想
画

を
募
集
し
ま
す
。ま
た
、５
月
８
日

（
月
）〜
６
月
３
日（
土
）ま
で
の
期

間
、「
図
書
室
ま
つ
り
」を
開
催

し
、応
募
い
た
だ
い
た
読
書
メ
モ・

感
想
画
を
室
内
に
展
示
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、読
書

メ
モ・感
想
画
に
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。応
募
用
紙
は
、下
仁
田
町
公

民
館
図
書
室
と
小
中
学
校
に
あ

り
ま
す
。応
募
し
て
く
れ
た
人
に

は
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、み
な
さ
ん
の
力
作
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！
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野
の
果
て
に
花
粉
飛
ぶ
仕
事
始
め
に
イ
モ
植
る
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
今
朝
も
ま
た
逝
き
し
夫
の
湯
の
み
に
お
茶
を
さ
び
し
さ
ま
ぎ
ら
す
な
ら
ひ
と
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
冬
薔
薇
日
毎
に
大
き
く
咲
き
誇
り
米
寿
の
吾
に
友
贈
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
頬
撫
で
る
風
を
や
さ
し
く
感
じ
つ
つ
畑
仕
事
に
精
出
す
日
々
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

た
た

ほ
ほ

な
で

ろ
う

ば
い

【
草
林
俳
句
会
下
仁
田
支
部
二
月
句
会
】

■
春
風
の
入
口
出
口
同
じ
村

　
　
　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
空
に
艶
放
ち
蠟
梅
風
と
な
る

　
　
　
　
　
　永
井
ス
ミ
子

■
凛
と
し
た
吹
く
風
春
の
息
吹
き
連
れ

　
　
　新
井

　笑
子

■
小
雪
来
る
暗
夜
に
白
き
こ
ゑ
あ
げ
て

　
　
　佐
藤

　信
香

■
春
眠
を
覚
め
て
一
句
を
置
き
忘
れ

　
　
　
　須
藤

　禮
子

■
石
段
を
滑
り
て
今
朝
の
寒
さ
か
な

　
　
　
　斉
藤

　悦
子

■
頬
撫
で
る
風
の
硬
さ
や
浅
き
春

　
　
　
　
　高
田

　ト
ク

■
定
刻
の
着
信
メ
ー
ル
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　吉
田

　文
子

■
妙
義
嶺
の
凛
々
し
さ
称
ふ
寒
の
晴
れ

　
　
　今
井

　陽
子

2月に入った新刊図書は次のとおりです。
著者名
鈴木 英治
鈴木 英治
鈴木 英治
鈴木 英治
辻堂 魁
中山七里
中山七里
岩崎博充
吉岡秀子
八木龍平
　

永野健二
こうの　史代

書名
梟の裂く闇 下っ引夏兵衛捕物控
闇の目 下っ引夏兵衛捕物控
関所破り 下っ引夏兵衛捕物控
かどわかし 下っ引夏兵衛捕物控

刃鉄の人
ヒポクラテスの誓い
セイレーンの懺悔

トランプ政権でこうなる！日本経済
セブンイレブンは日本をどう変えたのか
成功している人は、なぜ神社に行くのか？

YAHOO! JAPAN 全仕事
バブル 日本迷走の原点

この世界の片隅に　上・中・下

著者名

葉加瀬太郎
松原照子
江原康二
池谷敏郎
寺門琢己
仲嶋真澄
　

西村 京太郎
チーム・ガリレオ
のぶみ

書名
龍馬おもしろばなし百話
天皇陛下100のお言葉

葉加瀬太郎の情熱クラシック講座
聞いてビックリ「あの世」の仕組み
電子レンジで糖質オフの作りおき
いまさら聞けない健康の常識・非常識

老いない体
当たりすぎてつい眠れなくなる心理テスト
戦略・戦術で解き明かす真「日本戦史」

箱根 愛と死のラビリンス
歴史漫画シリーズ・古墳時代のサバイバル

いのちのはな

新刊図書情報

民公 館だより
平成29年4月1日発行 397号

【下仁田町公民館】
☎82-3535  FAX82-5489

平
成
28
年
度
事
業
報
告

　
平
成
２８
年
度
下
仁
田
町
公
民

館
で
は
、次
の
よ
う
な
事
業
を
行

い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

〈
成
人
講
座
〉

・エ
コ
バッ
グ
作
り
教
室
全
２
回

・生
命
の
貯
蓄
体
操
教
室
全
８
回

・カ
ラ
オ
ケ
教
室
全
３
回

・料
理
教
室
全
２
回

・絞
り
染
め
教
室
1
回

・プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
１
回

・陶
芸
教
室
全
３
回

・ち
り
め
ん
細
工
教
室
全
２
回

・木
の
実
の
リ
ー
ス
教
室
１
回

・ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
全
３
回

・寄
せ
植
え
教
室
１
回

・フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
１
回

・そ
ば
打
ち
教
室
１
回

　
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。毎
回
公
民
館
だ
よ
り
及
び

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
し
ま

す
の
で
、見
落
と
さ
ず
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

プ
リ
ン
ト
ア
ー
ト
教
室

　
茶
碗
や
カ
ッ
プ
に
様
々
な
柄
の

シ
ー
ル
を
張
り
、焼
き
付
け
て
作

成
し
ま
す
。と
て
も
楽
し
い
教
室

で
す
。オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
ぜ
ひ

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
開
催
日
　
５
月
９
日
、１６
日

（
火
曜
日
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら

午
後
３
時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
大
会
議
室

◇
講
師
　
伊
原
よ
し
江
先
生（
下

小
坂
）

◇
対
象
　
成
人

◇
募
集
人
数
　
２０
名

◇
内
容
　
茶
碗
や
カ
ッ
プ
に
シ
ー

ル
を
貼
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を

作
り
ま
す（
焼
き
付
け
は
先
生
が

行
い
ま
す
）

◇
材
料
費

1
回
に
つ
き
１
０
０
０
円

◇
持
ち
物
　
は
さ
み
、手
拭
タ
オ

ル
、テ
ィ
ッ
シ
ュペ
ー
パ
ー

◇
募
集
開
始
　
４
月
３
日（
月
）〜

◇
申
込・問
合
せ

下
仁
田
町
公
民
館
　
８２
ー
３
５
３
５

“
ハ
ロ
ー
”
か
ら
始
め
る
初

級
英
会
話
教
室
の
ご
案
内

　
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
あ
る
マ
ン
ダ
リ

ン・
ブ
リ
ク
シ
ー（
マ
ン
デ
ィ
）先
生

を
講
師
に
迎
え
初
心
者
向
け
の
英

会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。気
軽

に
楽
し
く
英
語
が
学
べ
ま
す
。た

く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◇
開
催
日
　
５
月
１１
日
、１８
日
、

２５
日
、６
月
１
日（
木
曜
日
）

◇
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
午
後
８

時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
学
習
室

◇
講
師
　
マ
ン
ダ
リ
ン
・
プ
リ
ク

シ
ー
先
生（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

◇
対
象
　
成
人

◇
募
集
人
数
　
１５
名（
先
着
順
）

◇
内
容
　
初
心
者
向
け
の
英
会

話◇
持
ち
物
　
筆
記
用
具

◇
費
用
　
無
料

◇
募
集
期
間

４
月
３
日（
月
）〜
２８
日（
金
）

◇
申
込・問
合
せ

下
仁
田
町
公
民
館
　
８２
ー
３
５
３
５

図
書
室
よ
り・・・

読
書
メ
モ
＆
感
想
画
募
集

　
下
仁
田
町
公
民
館
図
書
室
で

は
、４
月
２３
日
の「
子
ど
も
読
書
の

日
」に
ち
な
ん
で
、４
月
２１
日（
金
）

〜
５
月
６
日（
土
）ま
で
の
期
間
を

「
子
ど
も
読
書
週
間
」と
し
、幼
児

か
ら
中
学
生
を
対
象
に
読
書
メ
モ

（
一
言
感
想
文
）及
び
読
書
感
想
画

を
募
集
し
ま
す
。ま
た
、５
月
８
日

（
月
）〜
６
月
３
日（
土
）ま
で
の
期

間
、「
図
書
室
ま
つ
り
」を
開
催

し
、応
募
い
た
だ
い
た
読
書
メ
モ・

感
想
画
を
室
内
に
展
示
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、読
書

メ
モ・感
想
画
に
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。応
募
用
紙
は
、下
仁
田
町
公

民
館
図
書
室
と
小
中
学
校
に
あ

り
ま
す
。応
募
し
て
く
れ
た
人
に

は
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、み
な
さ
ん
の
力
作
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！


